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広 報
.2面…保育園を利用しよう

3面・..授能者72人を表彰

.4・5面・・・特集・ 図書館創立

50周年~図書館へ行こう

主な内容

田園

eた僻
μ

お
し

見
る
テ
レ
ビ
か
ら

参
加
す
る
テ
レ
ビ
ヘ

CATV (ケーブルテレビ)局 ・湘南ケーブルネットワ

ーク (SCN)は、平成2年に開局しました。そのサービ

スエリアが来年1月、 相模川東側の須賀新田地区まで広

がり、いよいよ市内全域で利用できるようになります。

C
A
T
V
は
、
テ
レ
ビ
や
F
M
ラ

ジ
オ
の
肱
送
な
ど
を
向
性
能
ア
ン
テ

ナ
で
受
信
し
、
専
用
の
ケ
ー
ブ
ル
で

各
家
庭
ま
で
配
信
す
る
仕
組
み
で
す
。

「見
た
い
と
き
に
見
た
い
も
の
を
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

S
C
N
で

は
、
現
在
テ
レ
ビ
四
十

一
チ
ャ
ン
ネ

ル、

F
M
ラ
ジ
オ
十

一
局
な
ど
を
配

信
し
て
い
ま
す
。

地
域
管
R
M
型
の
放
送
同
と
し
て
、

ベ
ル
マ
l
レ
平
塚
の
試
合
を
す
べ
て

中
継

(録
剛
を
含
む
)
し
て
い
る
ほ

か
、
地
域
情
報
を
満
載
し
た
湘
南
チ

ャ
ン
ネ
ル
も
あ
り
ま
す
。/

 

家
庭
の
テ
レ
ビ
が

未
来
の
メ
デ
ィ
ア
に

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ど
の
ケ
ー
ブ
ル

(
回
線
)
は
、

一
般
の
屯
話
な
ど
に

比
べ
通
信
容
拡
が
大
き
い
こ
と
が
特

徴
で
す
。
そ
の
た
め
、
将
来
は
双
方

向
通
信
機
能

(家
庭
か
ら
も
C
A
T

V
同
な
ど
へ
情
報
を
送
る
機
能
)
を

利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ

ー
ビ
ス
や
、
テ
レ
ビ
屯
請
に
よ
る

α

宅
医
械
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
市
川
で
き

る
と
則
作
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
、

‘
 
... EV 

ベ
ル
マ
l
レ
の
サ
ポ
l
タ
l
へ
試
合
前
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

消
防
本
部
か
ら
火
災
発
生
な
ど
の
災

害
情
報
を
送
信
し
て
い
る
ほ
か
、

二

つ
の
小
学
校
を
結
ん
だ
テ
レ
ビ
会
議

な
ど
の
実
験
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
S
C
N
の
利
用
に
は
、

mq鉱

工
耶
賢
一一
万
問
千
二
百
ヒ
十
二
円
と

毎
川
の
基
本
利
用
料
・

一千
九
百
八
十

円
が
か
か
り
ま
す

(
N
H
K受
口
利

や
消
資
税
な
ど
は
除
く
)。

十
刀
ボ

現
在
、
市
内
で
は

一
万
六
千
二
円
五

十
世
帯
(
約

一
八

%
)
が
加
入
し
て

い
ま
す
。
加
入
や
料
金
な
ど
は
、

S

C
N
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

湖
南
チ
ャ
ン
ネ
ル
は

市
民
が
主
役

落合こす‘恵さん
(田村・学生)

んさ
和

宏
践

沢
崎

，
芭
四

海

市
民
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
務
め
て
い

ま
す
。「
社
会
参
加
の
き
っ
か
け
」
と

い
う
と
大
げ
さ
で
す
が
、
平
啄
で
今

何
が
起
こ

っ
て
い
る
の
か
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
人
に
出
会
い
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て

も
ら
っ
て
、
「
引
き
出
し
が
増
え
た
」

っ
て
感
じ
で
す
。

出
家
の
-
年
を
峨
影
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
貧
も
正
月
も
な
い
よ
う
な
、

節

nの
な
い
暮
ら
し
が
評
過
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
で
も
、
平
塚
の
自
然

を
ヒ
手
に
利
川
し
た
な
u
の
出
家
の

生
活
」
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
今
で
な
く
て
は
伐
せ
な

い
、
此
丞
な
記
録
に
な
り
ま
し
た
。

展覧会に市民が参加
植物の生命ノJをぷ;腕する以弘会に、作

品作りや展示・広報活動など、峨々な応

援をしている市民グループがあります。

取材は田代杭子さん(恨坂問)

平
塚
市
美
術
館
の
ア
ト
リ
エ

で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ク
ラ
ブ

'

の
方
々
が
展
覧
会
に
使
、
つ
作
品

}

作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
メ
ン

い

パ
1
は
、
美
術
郎
の
呼
び
掛
け

イ

に
応
じ
た
五
十
人
ほ
ど
の
人
た

4

ち
で
、
今
年
六
月
の
オ
リ
エ
ン

.

テ
1
シ
ヨ
ン
を
皮
切
り
に
活
動

.

を
始
め
、
展
覧
会
の
排
台
哀
を

.

文
え
て
い
ま
す
。

-

現
花
、

川
災
術
館
で
は
「
幻

.

旭
植
物
剛
以
」
が
開
悩

(ト
ニ

・

月
十
三
日
ま
で
)
さ
れ
て
い
ま

・

す
。
こ
の
展
覧
会
に
阿
ク
ラ
ブ

・

の
メ
ン
バ
ー
が
制
作
し
た
作
品

・

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

・

そ
の

一
つ
と
し
て
、
ク
ス
ノ

・

キ
や
ヒ
イ
ラ
ギ
な
ど
常
緑
樹
の

・

諜
を
利
用
し
て
作
る
透
か
し
繋

・

(葉
脈
椋
木
)
が
あ
り
ま
す
。
楽

.口
mを
加
え
た
お
湯
で
煮
て
、

一栄

.

肉
を
ブ
ラ
シ
で
終
と
し
、
乾
燥

.

さ
せ
た
も
の
で
す
が
、
形
や
大

'

き
さ
に
例
性
が
あ
り
自
然
の
災

ド

し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

ー

ま
た
、
市
内
に
自
生
し
て
い

• 

る
植
物
を
集
め
、
染
色
し
た
絹

糸
や
毛
糸
、
透
か
し
諜
も
あ
り

ま
す
。
円
本
ア
カ
ネ
や
ヨ
モ
ギ

な
ど
で
染
め
た
こ
れ
ら
の
も
の

は
、
人
工
で
は
ま
ね
の
で
き
な

い
色
合
い
で
、
色
そ
の
も
の
が

慨
し
出
す
魅
h
M
を
十
分
に
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
現
代
ア
l
ト
作

品
の

一
部
で
あ
る
有
や
エ
ア

・

プ
ラ
ン
ツ
(
空
中
か
ら
水
分
な

ど
を
取
り
入
れ
る
観
葉
植
物
)

の
展
示
も
手
掛
け
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
民
覧
会
の
チ
ラ
シ
作
り

や
ポ
ス
タ
ー
の
発
送
な
ど
広
報

宣
伝
の
応
援
も
し
、
ま
さ
に
縁

の
ド
の
力
持
ち
と
し
て
市
川
附
し

て
い
ま
す
。
同
ク
ラ
ブ
の
活
動

は
来
年
三
月
ま
で
で
す
が
、
近

い
う
ち
に
外
部
議
仰
を
招
い
て

勉
強
会
も
す
る
そ
、
つ
で
す
。

会

μの
一
人
は

「単
に
比
に

行
く
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

も
展
覧
会
に
参
加
す
る
。
こ
の

こ
と
で
、
美
術
館
が
よ
り

一
隅

身
近
に
感
じ
ら
れ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で

一
つ

の
物
を
生
み
だ
す
と
い
う
目
標

に
向
か
い
協
h
し
あ
う
。
こ
ん

な
活
動
が
メ
ン
バ
ー
自
身
の
新

し
い
発
比
に
結
び
つ

い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
取
材
で
美
術
を
少
し
身

近
に
感
じ
ら
れ
、
と
て
も
よ
い

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

•• 

ま
す
。「
G
O
--G
O
--ベ
ル
マ

l

レ
」
で
は
選
手
へ
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ

ー
を、

「く
ら
し
と
市
役
所
」
で
は

市
民
が
利
用
で
き
る
様
身
な
サ
ー
ビ

ス
を
桁
介
し
て
い
ま
す
。

企
阿
骨
組
に
は
、
市
民
活
動
や
地

域
の
臆
火
な
ど
を
制
介
す
る
「
な
で

し
こ
さ
ん
」
や
、
必
い
人
た
ち
に

峨
々
な
体
験
を
し
て
い
た
だ
く

「T

A
I
K
E
N通
信
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

S
C
N
ク
ラ
ブ
や
神
奈
川
大
学
放
送

研
究
会
が
、
市
民
の
視
点
か
ら
制
作

し
た
待
組
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
も
主
役
は
市
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。

よ
り
深
く
地
域
を
知
り
、
幅
広
く

生
前
情
報
を
共
宿
す
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
、
新
し
い

市
民
の
み
な
さ
ん
の
チ
ャ
ン
ネ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
も

ル
・
湘
市
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
併
組
を
、

C
A
T
V
の
役
訓
の

.
つ
で
す
。

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
ょ
、
っ
。

身
近
な
ま
ち
の
情
報
を
ぜ
ひ
お
寄

「ホ
ッ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
州
市
」
で
は
、
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
話
題
や
生
前
情
報
な
ど
を
キ

・
s
C
N
(宝
町
3
|
1
・
M
Nビ

メ
細
か
く
取
材
し
、
お
伝
え
し
て
い

ル

8
階
、
E
2|
1
2
1
3)

う
T
A
I
K
E
N通
信
で
、
漁
師
の

ん

引
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。
や
っ
て
み

さ

乃
な
く
ち
ゃ
分
か
ら
な
い
こ
と
っ
て
あ

造

引
り
ま
す
よ
ね
。
富
を
過
し
て
、
平

い

央

ト
蝶
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
様
々
な

す

'

岡

む
生
活
を
共
μ

制
す
れ
ば
、
見
え
な
か
っ

圃

td

藤

守
た
こ
と
も
見
え
て
き
ま
す
。
俺
も
仇

夕

、

化
の
食
い
万
が
変
わ
り
ま
し
た
よ
。

広
告a

m
 

g
 

e
 

g
仰
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も
う
す
ぐ
の
人
も
こ
れ
か
う
の
人
も
知
っ
て
お
き
た
い

保
育
園
5
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
。

回平成10年11月15日

併の募集々

考脅ての悩句

.，
だれ
T
-も

み
叶

入
園
T
S
V
3めつ・

「
両
親
が
と
も
に
働
い
て
い
る
」

「
親
の
介
護
を
し
て
い
る
」
な
ど
、

日
中
お
子
さ
ん
の
面
倒
を
み
ら
れ
な

い
理
由
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
保
育
料
は
保
護
者
の
所
得

や
預
け
る
お
子
さ
ん
の
年
齢
に
よ
っ

て
典
な
り
ま
す
。-・4月から

入
園

会
副

し
た
い
v
ん
だ
け
ど

来
年
四
月
受
け
入
れ
の
た
め
の
申

し
込
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
申
込
書
の
配
布

ロ
月
1
日
(火
)

か
ら
各
保
育
園
、
児
童
福
祉
課

(市

役
所
1
階
⑪
番
窓
口
)
で

マ
受
け
付
け
期
間

平
成
日
年
1
月

日
口
(
月
)
1
n円
(
金
)、
午
前
9
時
1

午
後
4
時

マ
受
け
付
け
場
所

市
役
所
1
隣
市

保育園一覧表

保育園・
所在地 電話番号 定員

一 時
開絞保育

保育所名 保 育

平 塚 宮の前 21・0227 120人 。
;tJ)O 自7平嫁四T目 31-0880 90人 。
明石町 明石町 21・0フ89 90人
白百合 立野町 32・0821 60人
あさひ 河内 32-2137 120人 。毎週水晦日

梅内 織内 55-2188 120人 。毎週火限日

いすみ 万田 31・3421 90人 。第2・3火.木1111日

金目 北金自 58・1882120人 。毎週月隠日

八幡四之宮 21-0084 120人 。毎週金蹴目

私立
大町根坂間 58-6662 90人 。毎週火阻日

tφうわ、り 岡崎 58-フ220 90人 。 随時

中 原 中原二丁目 32・8600 90人 。毎週木町田

高 キす 高村 34-2526 120人 。第 1・3火踏臼

富士見 平塚五丁目 33-3411 90人 。毎週月略目

みどり 四之宮 21・0415120人 。毎週月限白

もんもん 花水台 33-2325 36人 。 随時

神 田 田村 55-10フ1 90人 毎週木昭臼

金 田 入野 31・1523 90人 毎週木昭回

3頁 賀 寓3兵台 21-0353 90人 毎週木昭臼

南原 南原一丁目 31-5993 90人 毎週火阻日

吉 沢 よ吉沢 58・0412 60人 毎週木悶日

花水台 花水台 31・7120 90人 毎週水B沼田

しうさぎ 東中原二丁目 31-2622 90人 毎週火悶目

夕陽ケ丘 夕陽ケ丘 21-0059 90人 毎週水胞目

若 箪 機内 54・0221 90人 毎週木間日

大 神 大神 55・6620 60人 毎週水曜円ノ、ι

民
ホ
1
ル

ま
た
、
年
度
途
中
か
ら
の
入
国
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
入
聞
の

審
査
を
し
た
あ
と
、
欠
貝
が
あ
り
し

だ
い
入
国
で
き
ま
す
。

.
，
ち
ょ
っ
と
だ
け

ミ
叫

預
け
た
い
v

「病
院
に
行
き
た
い
」
「
友
達
の

結
婚
式
が
あ
る
ん
だ
け
ど
」
そ
ん
な

と
き
保
育
闘
で

一
時
的
に
お
子
さ
ん

を
お
預
か
め
す
る
の
が
、
一
時
保
育
。

対
象
は
、
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ

ん
で
、
料
金
は
有
料

(3
歳
児
米
満

で
1
時
間
別
円
程
度
)
で
す
。

お
申
し
込
み
は
、

一
時
保
育
実
施

困

(
左
上
表
参
照
)
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。-

室町
h

、
h

F

泊
四
し

U
屯
S

保
育
園
に
通
っ
て
い
な
い
親
子
に

も
保
育
闘
を
開
肱
し
て
い
ま
す
。

近
所
に
子
育
て
の
相
談
を
す
る
相

手
が
い
な
か
っ
た
り
、
子
ど
も
の
遊

び
相
手
が
欲
し
い
と
思
っ
た
り
し
た

と
き
は
、
開
肱
保
育
を
ご
利
用
く
だ

市
営
住
宅
の

入

居

者

募

集

市
営
住
宅
に
入
居
を
希
望
さ
れ
る

方
を
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
に
募

集
し
て
い
ま
す
。

ト
二
月
の
申
し
込
み
は、

十
二
月

八
口
、

九
円
、
十
口
の
三
回
問
、
午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
市
役

所
束
附
属
庁
舎
二
階
B
会
議
室
で
受

け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
は

一
世
帯
に
つ
き

一
住

さ
い
。

開
放
保
育
は
、
週
に

一
回
程
度
実

施
し
て
い
ま
す
。
(
左
上
表
参
照
)

.
，
発
盲聞
が
遅
v
a
w

aH
か
し
ら
っ
・

市
内
の
二
十
六
の
保
育
園
(
左
上

表
の
す
べ
て
の
保
育
園
)
で
は
、
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
以
外
に
子

育
て
の
相
離
も
受
け
付
け
て
い
ま
す。

「離
乳
食
を
な
か
な
か
食
べ
て
く

れ
な
い
ん
だ
け
ど
」「
お
む
つ
は
い
つ

ご
ろ
取
れ
ば
い
い
の
」「
、2
りの
チ
ア

レ
ル
ギ
ー
か
し
ら
」
な
ど
お
子
さ
ん

の
発
行
や
健
康
に
つ
い
て
の
ど
ん
な

悩
み
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
保

有
国
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
福
祉
課

(内
線
2
1
4)
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、 コ日
二ノ翼衣
ク庭
l写
ル 真
結=
果少

年
(J.) 
主
ヨ長

宅
に
限
り
ま
す
。
(
抽
選
)

な
お
、
六
月
、
九
月
に
応
募
さ
れ

た
方
に
は
、
申
込
確
認
通
知
を
送
り

ま
す
の
で
新
た
に
申
し
込
む
必
要
は
、

あ
り
ま
せ
ん
。

マ
主
な
入
居
資
格
①
市
民
と
な
り

引
き
続
き
1
年
以
上
経
過
し
て
い
る

②
主
に
夫
州

(婚
約
者
そ
含
む
)
ま

た
は
親
子
か
ら
な
る
家
族
で
あ
る

(岡
崎
住
宅
の

3
戸
は
単
身
者
に

限
る
)
③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る

④
収
入
が
基
地
丙
@
巾
民
税
な
ど
の

滞
納
が
な
い

(
崇
普
小
4
年
)
マ
渡
辺
千
恵

(富

士
見
小
5
年
)
マ
榔
原
由
佳

(大
野

小
6
年
)
マ
原
選
問
(
令
一
日
小
6
年
)

※
応
拡
作
品
は
日
月
n
H
の
苛
少
年

他
全
育
成
の

つ
ど

い

(中
央
公
民

館

・
午
後
0
時
印
分

;
3時
印
分
)

の
会
場
に
展
示
し
、
そ
の
後
日
月
M

日
か
ら
訂
日
ま
で
市
役
所
1
附
市
民

ホ
l
ル
に
展
示
し
ま
す

-
少
年
の
主
彊
作
文

応
募
川
点

一
小
学
校
の
部
}

会
最
優
秀
賞

「仲
間
っ
て
い
い
な
」

前
沢
湖
太

(
崇
笹
小
6
年
)

女
優
秀
賞

阿

襲

一
(中

京

6g

一中
学
校
の
部
一

女
最
優
秀
賞

「
肯
策
の
意
味
」

二

日
英
秘

(よ
沢
中
3
年
)

女
優
秀
賞

伊
藤
附
府

(浜
岳
中
3

年
)、
丸
山
友
美
(
大
野
中
3
年
)

※
最
優
秀
賞
作
品
は
行
少
年
健
全
育

成
の
つ
ど
い
で
朗
読
発
表
し
ま
す

募
集
住
宅
の
間
取
り
な
ど
に
つ
い

て
は
、
市
役
所
一
階
受
付
窓
口

・
四

階
建
築
謀
、
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ

ー

(
M
N
ビ
ル
叩
階
)
、
お
よ
び
各

公
民
館
で
お
配
り
し
て
い
る

「募
集

の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

A'ロ月
の
入
居
者
募
集
住
宅

マ
郎
城
ケ
丘
住
宅

:
j
i
---5一戸

マ
束
中
原
住
宅
:
:
・j

i
---
4
戸

マ
宮
の
前
住
宅
・

:
j
i
--
:
i戸

マ
岡
崎
住
宅

:
:
:
j
i
-
-:
:
6
戸

・
問
い
合
わ
せ
先

建
築
課
住
宅
担

当

(内
線
4
6
4
)

蘭麗舎を傭璃しτ~器官ゐおもぐるみ大清掃まち第60回

~市議会12月定例会は12月15日まで開会しています~
O本会鵠(総括質問)11月24日-27日

。決算特別委員会 11月30日-12月2日

く〉常任委員会 12月7日、8日

※ lJ日会 は午前10時の予定です。

市議会の会議は、Jj;i:，WIJとして どなた

で も自由に傍聴できます。本会議の傍

聴は、専用の人り円が職事堂北側 2階

にあり 、議場へは傍聴者名簿に住 所 、

氏名を記入していただくだけで入場で

きます。ただ し、傍聴席は本会議場が

76席、 委 Jl会窪が 9)京程度ですので、

団体の場合は事前に議会事務局までご

連絡く ださい。

1 1月29日(日)
午前8時~

花火での予告は しませんの勺、 ご 注句

怠ください。

雨天の場合は12月6日(日)に延期し

ます。

。清掃する場所

・自宅付近の道路

-広場、公聞など公共の場所

日時

(内線369)鵠会事務局。担当環境管理課 (内線240)。問い合 わせ先

「まちぐるみ大清掃Jの後、一緒に相模川の掃除をしてみませんか。

私 たちの曹うしを支える相模川をきれいにし、流域の環境を守りま しょう。

集合場所は朝霧公園(千石河岸 ・平塚漁港北側)です。

。 日 時 11月29日(日)午前9時~10時

椙模川クリーンキャンベーン
須賀公民館包21引 52く〉問い合わせ先
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〉
職
人
技
之
之
に
あ
り

日川
技
能
者
一花
火
を
表
彰
一

u

。
ハ
ス
平
藷
琵
口
な
三
中
沼
謹
白

ま
た
は
井
の
口
経
由
秦
蔀
存」

移
管
人口

下
車
、
徒
歩
約
市
分

i .Jf 

土屋公民館. 申照子分 土屋係

• 0~ 
土屋小 、ゐ

刻、C、
'')<、み

ι、、

N 子の神神社・ . 

④ ぴわ膏少年の家

• 神頚川大学
平i軍キャンパス

ill琶入口

・/>?句評 . 
八板神社

マ
と
び
職

鈴
木
和
也

マ
食
肉
技
術
師

古
井
賢

一

マ
配
管
工

下
山
田
英
明
、
小
川
正
人

マ
自
転
車
組
立
轄
葡
士

大
塚
征
彦
、

マ
畳

職

小

野

延

哉

鈴

木

洋

一

マ
塗
装
工

萩

原

卓

、

民

間

茂

マ

電
気
工
事
士

諸
泉
久
男
、
栗
原

マ
表
具
師

磯
部
茂
雄

博
己
、
福
田
正
志

マ
理
容
師

東
出
光
輩
、
相

原

雅

行

マ

自
動
車
整
備
士

抗
守
勝
次
郎
、

マ
美
容
師

上
村
繁
文
、
鳥
海
利
江

板
倉
雅
之

子
、
大
橋
美
枝
子

マ
歯
科
技
工
士

種

橋

亨

マ
調
理
師

森
松
作、

金
子
光
一
郎

、

マ

食
品
衛
生
責
任
者

大
塚
明
、
近

両
津
具

梅
木
幸
義
、
大
久
保
響
￥
、

藤

京

子
、
川
合
健

一

瀬
戸
欣
吾

マ
型
枠
大
工
職

遠
藤
亭
ニ

民
館

市
民
文
芸
の
作
品
を
募
集

マ
ジ
ッ
ク
や
ダ
ン
ス
、
音
楽
を
通

じ
て
市
内
に
お
住
ま
い
の
外
国
人
と

交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日

時

ロ

月
6
日
(日
)
午
後
5

時
1
7
時
却
分

マ
会
場

中
央
公
民
館

マ
参
加
費

一
千
円

マ
定
員

加
人

(先
着
順
)

お
申
し
込
み
は
、
交
流
親
善
課

(宮

お

|
2
5
2
0
)
へ
。

の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
部
門
・

「題
」

〔俳
句
〕
「木
の
実」

「冬
出邑

3
句
ま

で〔短
歌
〕
題
は
自
由
、
2
首
ま
で

〔川
柳
〕
「ほ
の
ぼ
の
」
3
句
ま
で

〔現
代
詩
〕
題
は
自
由
、
側
字
程
度
、

1
編
ま
で

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
、
通
学
の
方

マ
応
募
規
定

①
未
発
表
作
品
②
部
門
ご
と
に
別
の

は
が
き

(詩
は
原
稿
用
紙
)
を
使
、
っ

③
か
い
暫
で
わ
か
り
や
す
く
@
部
門
、

住
所
、
氏
名
、
屯
話
番
号
、
勤
務
先

(学
校
名
)
は
、
は
が
き
の
表

(詩

は
別
紙
)
に
記
入

マ
締
め
切
り
口
月
初
日

(月
)

マ
応
募
先
社
会
教
育
課

(〒
矧
|

蹴
浅
間
町
9
1
1
・
内
線
6
6
1
)

が
わ

/μ
ia
平
成
十
年
度
技
能
者

表

マ

配
管
工

古
矢
親
治、

浅
見
登

コ〆
dd
彰
式
が
、

十

一
月
六
日
に

マ

暴

露

政

均

一

聞
か
れ
ま
し
た
。

マ
美
容
師
府
川
キ
ン
、
高
橋
貞
、

F
4
6F
AW
表
彰
さ
れ
た
の
は
、

一

荻
ア
イ
子

E
'Rぷ
つ

の
職
種
に
長
く
従
事

マ

調
理
師

表

、

季

、
震

博

r
bV
4
し
、
技
能
の
錬
壁

、
後
進

文
、
長
谷
川
満

国
趨
魁
伊
・J
の
育
成
に
努
め
、
そ
の
職

マ
洋
裁
師

本
田
昭
男

司
a岨
バ
リ
1

種
の
向
上
発
展
に
功
績
が

マ
タ
イ
ル
工

大

森
市

一昨
~
凡退
瑚

J

あ
っ
た
次
の
方
々
で
す
。

マ
電
気
工
事
士

大
平
健
次

国

h

i

ソ
同
一
一

九敬
称
略
)

マ
自
動
車
整
備
士
小
川
宏
司
、
二

館

幹
也
、
4
E
{技
能
功
労
者
一
幻
人

見
草
次
、

小
林
伸
太
郎

'
j
y
一
一一
マ
造
園
師

原
田
高
等

一
優
秀
技
能
者
一
一
位
人

f

L

S

H

-
マ
板

金

工

小
原

石

蔵

マ

広
告
美
術
士

花
井
利
夫

問
団

i
Lマ

製
菓
衛
生
師

三
宮

弘

マ

板
金
工

ニ
之
宮
昭
治
、
田
中
忠
男

・
圃
園
田
園
圃

治
、
吉
川
晃
司
、
野
田
正

マ

建

具

職

保
田
明
夫

'
J
圃

圃
園

マ
豆
腐
製
造
職
賀
茂
林

マ
製
菓
衛
生
師
溝
口
良
雄

司

i
N
弟

園
田
園

・

作

マ

豆

腐

製

造

職

馬

身
寸

可

l
J
同
』
聞
・

マ
大
工
職
高
橋
官
職
、
マ
大
工
職

谷
川
健
正
、
小
松
賞
、
添

一‘2
圃
・

小
差

克

己
、
・
高
橋
秋
雄
、

田
秀
明
、
地
頭
所
覚
、
阿
久
津
堅
一

一
一
F

調
J

一駒
形
幸

一
郎

マ
瓦
屋
根
ふ
き
職

伊
藤
博
喜

j
t
.，1
戸
陸
晶
圃
マ
と
び
職

森

富

男

マ

左

官

職

門
馬
消
、
米
山
進

l
l
J

+AV

び
わ
背
少
年
の
家
で

つ

き

た

て

の

マ
定

員

白

人

(先
着
順
)

外

国

人

と

多

彩

砿

交

流

由主

M
祭

「お
も
ち
」
長

べ

な
が
白

分

で

作

マ

参

加

費

削
円

み

ら

よ

で

J
出
.

口
同
』

R

っ
た

「た
こ
」
を
大
空
に
揚
げ
よ
う
。

マ
申
し
込
み

ひ
わ
青
少
年
の
家
ま

♂

.，

門

会

可

α
引
K
W

マ
日
時

ロ
月
6
日
(日
)
午
前

9
3少

年
会
館
へ
直
接
来
館
し
、

た

の

し

も

う

か

い

、J
『

I
A明
時

日

分
1
午
後
3
時

参

加
賀
を
添
え
て
申
し
込
む

;

4
4

n
b
n
u

マ
会
場
ぴ
わ
背
少
年
の
家

マ
受
け
付
け
期
間
口
月
幻
自
(土
)

ペ.d
明

森

マ
対

象

再

に

お

住

ま
い
の
小
中

j
U
日
(金
)
の
午
前
9
時

1
午
後
5

ゎ
ト
l

引

H

学
生
と
そ
の
保
護
者

時

※

お
目
、

M
日
は
休
館
で
す

、1

お
問
い
合
わ
せ
は
、
び
わ
青
少
年

V
E
L
V

の
家

(宮
田
|
0
8
7
1
)
へ
。
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第21回福祉会館まつり
÷晶玉品 ~m f>> G
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6 お 実 やま 自 市 ( の概 調新 世の 展 」ぞ:耳目t冒豆陪←1__吋』

i 間 三時警護実議室、時w似・・1円守臥-.1---7"'"........をと、利用くTとさ~、
) 合て l各 閲 報 ) 政 平 泉 料 謹録 料 ¥，--- - 刷用
へ わ いサ 糧 党 コ 策塚 述 .統
。せ ま 人 パで l の市 報平 計事予ご し 行 内は 政 て報公 め個り
はす 55ンき ナ あ に、 成官 業主主 利 て 政、 J情 市 い 保 閉 ざ 人 間 平

メ、フま 1 り お平 10なの よ用い 資 相 あ 報 役ま護 制 し情か 塚
? レ す に かけ成 空 ど 言十控 く 烹料談 制 コ所す 制度 て報 れ rlj
殺 ツ 0 あ たを 1OM 画 封 t!ヲ の ・ 度 1 三 。度と 、の た で

課誌名 義 与λ重震 志堅三J票裂き?努 裏突安霊要時
内 巴 配 料 い か rn実 報 議。~をや主総で 市 け 情告:を と よ

高齢者や障害のあるみ芯むんが、日ごろの

サークル活動の成果を発表 します。
【舞台発表】 (福祉会館)

期間 11月27日(金)-28日(土)

時間 午前10時~午後3時
【展示会) (福祉会館)
期間 11月27日(金)-29日(臼〉

時間午前10時~午後3時
印鑑ートポール大会】 (浅間緑地)

期日 11月四日(土) 雨天の場合は29日
時間 午前9時開始

団 結三封書祉協議会 (n33-2333)

(仮称)岡崎陸橋の工事
に伴い、 11月28日まで 『小国原厚木通酪Jと側道の愛過を規制します

-
-

)橋

至
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タ
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問
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一商
一

一湘
一

畑

一

原
駄

一

言

F

努

l
L
f

i
ll
-』

到
b
l
i
-
-

」
「
|岡
閣
司
」
寸
寸

』
川
ι
T

宝

北

金

目

至

秦

野

其土金回線の (仮称、) 問111奇陸橋の工事 のため、小

田原厚木道路と西 側・ 東側側道を、次の とお り交

通規制 します。この付近を通るときは、 右 図の と

お りう回して くださるようお願いします。

一ー ~交通規制の内容 ~
。'J、田原厚木 道 路

-11月18日午後8時 -19日午 前6時...全面通行止め

O西側側道

.11月 16日午前911寺-20臼午 後5時 ー・ー全面通 行 止め

.11月20日午 後5時 -28日午 後5時 ーーー片側通行 止 め

O東側側道

.11月 3日午前9時-28日午後5時 ・・・全 面通行止め

.問い合 わせ先道路建設課 (内線579)

金白川→
真土金回線は (仮称)岡崎陸橋を含め、平成

12年春の開通をめざして工事を進めています

美術館では植 物をテー マにした 企画 展 「幻 想植物 園J展 を開催しています。 一枚の葉つ

ばから現代アー トまで。あ砿た は どの美 しさに感動す る でしょ うか。

。開館時間 午前9時30分~午後4時50分。休館日 月曜日(11月23日は開館し24日を休館)

O観覧料 一 般600円、大学 -高校生400円、中 小学生200円

アートが表現する植物の生命力

「幻想植物園J展
12月13日(日)まで、美術館(ft35-2111)で



国

青少年相談室
(市民センター2階)

834-7311 
0青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日 10時~17時
ゐゐで与やみfJし

く〉ヤングテレ*ンft33-7830

(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は13時~18時30分)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
o来所 毎週月~金曜日10時

~17時

。電話 毎週月~土曜日9時
~17時(第2 ・第4土曜日を除

く)

子育て相談室
(須賀保育園 2階)

821-7639 
-毎週月~金殴日9時30分~

16時

冊
の
本
と
の
出
会
い
が

人
生
を
変
え
る
か
も
し
れ
な
い

平成10年11月15日

。3bぐん/ごす。よ~しぐ
ウ き イ昔 F・・・・・・・・・・・園田園田園田園・圃圃・・・・・・園田・
ン詳ま 用
タしすし
1 く 。て
に は 貸
お、し
4 各 山
ね凶す
くzIF 》

芸能と
、ーの が
v与す3 で

恋
を
し
た
と
き
、
悩
ん
だ
と
き
、
暇
を
つ
ぶ
し
た
い
と
き
・
:
:
。
あ
な
た
が
本
を

読
み
た
く
な
る
の
は
、
ど
ん
な
と
き
で
す
か
。
平
塚
市
の
図
書
館
が
創
立
五
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
図
書
館
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

療育相談室
(豊田分庁舎)

8. FAX32 -2738 
0子どもの発達・発育の相談

毎週月-水-金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

健康相談
(保健センター)

834-0311 
く〉電話 毎週月~金曜日10時

~1 6時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分~10時30分

12月10日(木)10時~

ぷっくん

小
雨
で
も
巡
回
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
近
く
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

も
っ
と
も
っ
と

利
用
し
よ
う

。婦人

15時

国道134号

読
み
た
い
本
を

探
し
ま
す

電話23-1 1 1 1・35-1 1 1 1 

子育て相談室

中
央
・

北
・
丙

・
出
。
平
塚

市
に
は
、
四
つ
の
閑
件
館
が
あ

り
ま
す
。

問
館
合
計
の
貸
し
出

し
冊
数
は
、

一
人
あ
た
り
年
間

五

・
人
情
で
、
人
口
二
十
万
以

上
三
十
万
未
満
の
都
市
で
は
全

国
第
三
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
あ
な
た
は
ど
れ
く
ら
い

利
用
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

同
特
館
で
は
、
岡
市
を
は
じ

め
C
Dや
ビ
デ
オ
な
ど
を

一
人

五
点
ま
で
、

併
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
則
川
は
て
週
間
以
内

で
す
。
初
め
て
の
万
で
も
、
保

険
説
な
ど
住
所
が
分
か
る
も
の

を
提
示
し
て
後
録
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
そ
の
日
か
ら
同
館
ど

こ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
現
在
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
登
録
率
は

約
三
二

・
五

%
。
お
近
く
の
図

昨
日
館
を
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

あ
お
ぞ
ら
患
は

し
ら
さ
ぎ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
岡
山
口
館
の
シ
ン

ボ
ル
マ
1
ク
の
愛
称
が
、

「
ぷ
つ
く
ん
」
に
決
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
愛
称
は
、
渡
辺
公
子
さ
ん
(
中

原
一
丁
目
)
の
作
品
で
、
千
四
百
十
点
の
応
募

作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
、
図
件

館
の

P
Rに
使
わ
れ
ま
す
c

至平塚駅

833-2333 
。専門(法律、金融、住宅、保

健医療・要予約) 12月10日

(木)13時30分~15時30分

。生活支媛 毎週月~金曜日

8時30吟~1 7時

。ボランティア 毎週月~金

曜日8時30吟~17時

o結婚 毎週日曜日10時~15

時(第3日曜日は除く)

。母子 毎週月~金曜日9

時~16時

。家庭児童 毎週月~金曜日

9時~ 1 6時

移
動
凶
占
館
あ
お
ぞ
ら
サ
は
、

市
内
卜
七
か
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
巡
回
し
、
図
性
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。
遊
間
場
所
や
日

程
は
、
毎
月
広
報
ひ
ら
つ
か

一

日
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の

約
三
千
仰
の
園
料
を
砧
ん
で

い
る
ほ
か
、
読
み
た
い
木
の
リ

ク
エ
ス
ト
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

雨
よ
け
の
テ
ン
ト
を
装
備
し
、

市
内
四
つ
の
園
内
館
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で

結
ぼ
れ
て
い
て
、
ど
の
館
か
ら

で
も
利
用
者
用
端
末
で
他
館
の

所
蔵
状
況
が
確
認
で
き
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
市
町
の
図
壮
行
館

や
県
立
函
古
館
、
国
立
国
会
園

川
館
な
ど
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

結
ん
で
い
る
の
で
、
市
内
の
凶

作
館
で
所
蔵
し
て
い
な
く
て
も

福祉会館

中央
福祉会館 公民館

m2、ロ
セも
ン鐙

?宵
市民 ー
センター

平
塚
市
図
書
館

ω年
の
歩
み

平塚市役所

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

223-1111内線671
。来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~17時

。健康 (相談員は保健婦)

10月 1 9日(月 ) 9時~ 1 6時

く〉手話案内 毎週金曜日9時
~12時30分

く〉建築設計・耐震・バリアフリー

11月16日(月)13時~16a寺

く〉高年齢者職業 11月17日

(火)、 19日(木)、 12月1日

(火)、 3日(木)9時~ 1 2時

。一般市民 毎週月~金曜日

9時~16時

昭
和
ニ
ト
三
年
間
刀
、
旧
海

市
火
薬
廠
研
究
部
占
庫
内

(現

化
の
江
崎
中
学
校
内
)
に
、
平

塚
市
凶
件
館
が
開
館
し
ま
し
炉
、

当
時
は
所
蔵
す
る
図
件
も
な
く
、

二
μ
一
冊
寄
付
運
動
な
ど
で
急

場
を
し
の
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
四
年
七

月
に
旧
花
水
小
学
校
分
校
(現

花
の
海
上
自
衛
隊
手
塚
宿
舎
)

へ
移
転

(
雫
長
江
)
。

現
在
の
場

••••
••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••• 
nを
除
く
)

.
映
画
A
Z
-
-
内
特
な
ど
は
広
報

ひ
ら
つ
か
の
好
川
1
口
号
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す

マ
中
央
図
畳
間館
:
毎
週
日
雌
口

の
午
前
叩
時
か
ら
と
午
後
2
時

か
ら
の
2
回

マ
西
図
書
館

:
毎
月
第
1
・
3

水
曜
日
の
午
後
3
時
か
ら

読
む
だ
け
じ
ゃ
な
い

図
性
館
で
は
、

C
D
や
ピ
デ

オ
な
ど
も
貸
し
出
し
て
い
る
ほ

か
、
こ
ど
も
お
話
し
会
や
映
画

会
を
定
期
的
に
聞
い
て
い
ま
す

0

.
こ
ど
も
お
話
し
会

マ
中
央
図
害
館
・
・
・
毎
週
木
曜
円

の
午
後
3
時
か
ら
(
第
5
週
と

祝
日
を
除
く
)

マ
北
図
書
館
・
西
図
鑑
日
館
:
・
毎

月
第
2
・
4
水
曜
日
の
午
後
3

時
か
ら
(
祝
口
を
除
く
)

マ
南
図
書
館
:
・
毎
月
第
1
・
3

水
曜
日
の
午
後
3
時
か
ら
(
祝

市民相談室
(市役所 1階)

823-1111内線293
※一般法律は予約制九

く〉人権 11月17日(火)、 12月

1日(火)1 3崎~16時

く〉行政 11月17日(火)、12月

1 5日(火) 1 3時~16時

。一般法律 毎週水曜日と毎

月第4木曜日 13時~16時

。登記・供託・測量 12月11日

(金)1 3時~16日号

く〉住宅新改築 11月17日(火)、

12月15日(火)13時~16時

。発明・考案・特許 12月7日

(月)10時~15時

。労働 12月10日(木)、 1月14

日(木)13時~16時

。下請け取り引き 11月19日

(木)、 12月17日(木)13時30

分~16時

。年金・社会保険・労災

8日(火)1 0時~15時

く〉消費生活 毎週金曜日9時

~16時

12月

(29日まで)

びへ・ (29日まで)

集
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昭
和
五
十
七
年
凹
月
に
は
、

移
動
図
啓
館
あ
お
ぞ
ら
号
が
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
。
昭
和
六
十
二

年
四
月
に
は
貸
し
出
し
な
ど
の

業
務
を
電
釘
化
し
、
能
率
化
を

図
り
ま
し
た
。

市
内
ニ
館
目
の
図
書
館
・
北

図
世
館
は
、
平
成
三
年
五
月
に

開
館
。
続
い
て
平
成
五
年
五
月

に
は
西
図
暫
館
が
、
平
成
八
年

五
月
に
は
商
図
許
可館
が
開
館
し
、

現
在
四
館
で
貸
し
出
し
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い、

平
成
二
年
度
に

は
約
五
十
三
万
冊
だ
っ
た
貸
し

出
し
冊
数
も
、

平
成
八
年
度
に

は
百
五
十
万
冊
を
超
え
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

A' A' A' A' A' A' A' 
A

マA' A' 
企
vav -A' 

av 
av -A' A' A' A' A' A' A' A' A' a' 一WA'A'AZ--AZ--AZ--A'a'A'A'A'AZ----AZ

A' A' A' A' A' A' A' A' A' A' A' av 
av -A. A. A. -A' A' A' av 

• 
-A' A' A' A' -a' 

a
マ

こ
と
を

「赤
ち
ゃ
ん
返
り
」
と
言
い
ま
す
。
大

人
に
な
っ
て
も
、

何
か
の
不
安
が
あ
っ
た
と
き

に
、
だ
れ
か
に
頼
り
た
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、

そ
れ
と
同
じ
こ
と
で
す
。

子
ど
も
に
は
、
基
本
的
に
困
難
な
状
況
に
立

ち
向
か

っ
て
い
く
力
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
過
し
て
成
長
し
て
い
く
も
の
で
す
。
し
か

し
、
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
乏
し
く
て
、
立
ち
向

か
っ
て
い
く
だ
け
の
力
が
発
揮
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。「
赤
ち
ゃ
ん
返
り
」
は
そ
ん
な

子
ど
も
の
心
の
S
O
S
な
の
で
す
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
不
安
の
対
象

を
完
全
に
取
り
除
い

て
や
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
し
、
先
回
り
し
て
取
り
除
い
て
や
る
こ
と
が

良
い
こ
と
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

「赤
ち
ゃ
ん
返
り
だ
な
」
と
思
わ
れ
る
態
度

が
子
ど
も
に
見
ら
れ
た
と
き
は、

実
際
に
嬰
求

に
こ
た
え
た
り、

「ど
う
し
た
の
?
」
と
声
を

か
け
た
り
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
不
安
な
気
持

ち
を
和
ら
げ
て
や
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

A'子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
宮
(鉛
)6
0
1
2

「燃せるごみ」と一緒に出された力セットボンベやスプレー缶などからガスが漏れ、収集車

か ら火の出る事故 が 発生 しています。 これからの季節は、鍋物などで卓上コンロ用の力セット

ボンベを使う機会も増 えます が、ごみ に出すときは必ず次のととを守ってください。①完全に

使いきる、② 安 全な場所で穴をあける、③資源再生 ごみの日に「かん類Jのコンテナへ出す

広
が
り
ま
す
よ
。

ま
す
。
子
育
て
に
忙
し
い
若
い

こ
の
ご
ろ
読
ん
で
い
る
の
は
、
お
母
さ
ん
な
ど
は
、
も
っ
と
利

ド
キ
ュ

メ
ン
ト
や
随
筆
な
ど
。

用
し
た
ら
ど
う
か
し
ら
。
家
の

乱
読
で
す
け
れ
ど
、
年
間
二
百

近

く
で、

い
ろ
い
ろ
な
本
が
借

冊
近
く
借
り
て
い
る
か
し
ら
。

り
ら
れ
ま
す
よ
。
そ
れ
に
、
子

リ
ク
エ

ス
ト
も
よ
く
し
ま
す
。

ど
も
の
本
は
高
い
し
、

一
つ
の

市
内
四
館
合
わ
せ
る
と
リ
ク
エ

本

を

読

む

期

間
も
短
い
か
ら
。

ス
ト
は
年
間
四
万
件
を
超
え
る
因
性
館
に
古
く
て
雌
し
い
本
ゃ

そ
う
で
す
ね
。
中
央
図
書
館
に
大
作
家
の
全
集
ば
か
り
並
ん
で

は
サ
ッ
カ
ー
の
啓
棚
が
あ
る
し
、
い
た
の
は
昔
の
こ
と
。
今
で
は
、

西
図
書
館
に
は
子
ど
も
向
け
の
新
刊
本
や
新
聞
、
雑
誌
な
ど
も

本
が
充
実
し
て
い
ま
す
。「
図
性

た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

館
は
利
用
者
が
つ
く
る
も
の
な
気
軽
に
入
れ
ば
、
楽
し
さ
が

ん
だ
な
あ
」
と
思
い
ま
す
。

広
が
り
ま
す
。
私
は

一
日
い
て

あ
お
ぞ
ら
号
も
よ
く
利
用
し
も
あ
き
な
い
で
す
ね
。

ぶ、らっと遊びに
出かけませんか

ん
返
り

赤
ち

や

時
間
が
で
き
る
と
、
よ
く
図

書
館
に
ぶ
ら
つ
と
出
か
け
ま
す
。

お
金
は
か
か
ら
な
い
し
、
本
が

増
え
て
納
め
る
場
所
に
困
る
こ

と
も
な
い
で
す
か
ら
。
書
棚
を

眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
、
発
想

が
変
わ
る
と
い
う
か
、
世
界
が

図密館協議会委員

新島ハルミさん
(東中原二丁目)

A
君
に
は
、
最
近
弟
が
で
き
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
は
弟
を
優
し
く
抱
い
て
ミ
ル
ク
を
与
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
見
た
A
君
は
、
自
分
も
ミ
ル

ク
が
飲
み
た
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

A
君
は
、
お
母
さ
ん
が
弟
に
優
し
く
ミ
ル
ク

を
与
え
て
い
る
の
を
見
て

「お
母
さ
ん
は
僕
の

こ
と
も
大
切
に
思

っ
て
い
る
か
な
」
と
心
配
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
お

母
さ
ん
の
気
持
ち
を
雌
か
め
た
く
て
、
ミ
ル
ク

を
飲
ん
で
み
た
く
な

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す。

こ
の
よ
う
に
、
未
発
達
な
段
階
へ
後
戻
り
す
る

11月 22日(日)まで4館を巡るスタンプ

ラリーを開催 lスタンプが集まったら、お

近くの図宮館へ。記念晶をプレゼントし

ます(先着1.000人)。
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-美術館

杭
分
の
取
り
過
ぎ
は
、
カ
ル

シ
ウ
ム
の
吸
収
を
悪
く
す
る

の
で
、
控
え
め
に
し
ま
し
ょ

、つ
。加

工
食
品
や
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
は

食
品
添
加
物
と
し
て
リ
ン
を

多
く
含
ん
で
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
リ
ン
も
、
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
悪
く
し

ま
す
。
取
り
過
ぎ
に
注
意
し

て
、
手
作
り
の
料
理
を
心
が

け、

三
食
の
食
事
を
き
ち
ん

と
と
り
ま
し
ょ
う
。

次
に
巡
勤
で
す
。
歩
く
こ

と
で
も
、
何
か
の
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
こ
と
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
少
し
息
が
弾
む
く
ら

い
の
強
さ
で
、
で
き
れ
ば
毎

日
、
少
な
く
と
も

一
日
お
き

く
ら
い
に
は
、

三
十
分
間
の

運
動
を
す
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

av保
健
セ
ン
タ
ー

宮
(
泊

)0
3
1
1

骨
粗
し
よ
う
症
予
防
の
食
事
は

-江陽中

賃

豆

・
が
ん
も
ど
き
な
ど
の
大

豆
製
品
、
小
松
菜
・
チ
ン
ゲ

ン
サ
イ
・
春
菊
と
い

っ
た
緑

紫
色
野
菜
、
ひ
じ
き

・
干
し

エ
ビ

・
シ
ラ
ス
干
し
・
シ
シ

ャ
モ
な
ど
の
海
諜
や
小
魚
類
、

受
け
ら
れ
る
よ
う
な
態
勢
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

嬰
介
護
認
定
は
、
申
請
の
あ
っ

た
ロ
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
効
力
が
生

じ
ま
す
の
で
、
認
定
を
受
け
る
前

で
あ
っ
て
も
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特

別
な
理
由
が
な
い
限
り
、
申
請
か

ら
三
十
円
以
内
に
認
定
が
行
わ
れ

ま
す
。
そ
の
聞
に
、
暫
定
的
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
、
必

要
最
低
限
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

お
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
申
請
の
前
に
緊
急
時
な

ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
に

も
、
市
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に

は
介
護
保
険
か
ら
給
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
支

払
い
方
法
は
償
還
払
い
と
な
る
た

め
、
利
用
者
は
い
っ
た
ん
費
用
の

全
額
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
部
業
者
に

支
払
い
、
そ
の
後
に
領
収
書
を
市

に
提
出
し
て
九
割
分
の
払
い
戻
し

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

A
V
問
い
合
わ
せ
先
介
護
保
険
準

備
室

(内
線
6
2
5
)

。

。

※
市
へ
の
ご
怒
見
、
ご
提
案
は
、

お
気
軽
に
広
報
広
酔
謀
広
聴
担
当

(内
線
3
5
5
)

へ
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
提
出
方
法
は
4
・
5
面
中

間
の
下
側

「み
ん
な
で
つ
く
る
平

塚
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
述
絡

先
も
忘
れ
ず
に

「資源再生ごみJは分別と出し方が命

カセットボンベを出すときは
く〉問い合わせ先 環境業務課(内線537)

画国国掴

や認
認定

惹与

機
利益'
用玄
は主
つ'--.き

五
十
政
代
の
女
性
で
す
。

先
日
、
骨
密
度
を
測
定
し
た

結
巣
、
同
世
代
の
女
性
に
比

べ
て
「
や
や
低
い
」
と
い
う

判
定
が
出
ま
し
た
。
今
後、

ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
つ
け

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

京
w
答
え

第635号 (1日・15日発行)

介
護
保
険
で
サ
1

…
質

問

日…
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、
ま
ず
市
に
申
簡
を
し
て
、

「婆

介
護
認
定
」
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
そ

の
認
定
に
不
服
が
あ
っ
た
場
合
は
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
急
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
と
サ
ー

ビ
ス
は
利
用
で
き
な
い
の
で
し
ょ

、っ
・刀
。

(原
孝
太
郎
さ
ん
・
ふ
じ
み
野

一
丁

目
)

「要
介
護
認
定
」

…
お
答
え
…

::・一

に
お
い
て
、
重
い
区

分
に
認
定
さ
れ
る
か
、
軽
い
区
分

に
認
定
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
限
度

額
は
異
な
り
ま
す
。
認
定
は
全
国

統
一
の
基
準
に
よ
り
、
公
正
か
っ

公
平
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
認
定
の

結
果
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、

県
に
設
置
さ
れ
る
介
護
保
険
審
査

会
に
審
査
請
求
を
申
し
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
に
お

い
て
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
相
談
が

ご
ま
な
ど

こ
れ
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、

た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン
D

な
ど
と

一
緒
で
な
い
と
吸
収

さ
れ
に
く
い
の
で
、
一
回
の

食
事
に
主
食
と
主
菜
と
副
菜

の
三
肌
を
そ
ろ
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
た
ば
こ
の
吸
い
過
ぎ
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
過
ぎ
、

食
事
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

の
は
、
も
ち
ろ
ん
カ
ル
シ
ウ

ム
で
す
。
毎
日
の
食
事
の
中

で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含

む
食
品
を
し
っ
か
り
と
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

。
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む

食
品
:
・
牛
乳

・
ヨ
ー
グ
ル
ト

な
ど
の
乳
製
品
、

豆
腐
・
納

広報ひ5っか回
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